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＋ 

① 

② 

③ 

① ② 

Ⅴ 地図情報の印刷、凡例等の追加 

１ 地図情報の印刷 

（１）新規プリントレイアウトを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（２）プリントレイアウトに地図情報を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 「新しい地図をレイアウトに追加」アイコンを選択 

② キャンバス（白色部分）上（+）で左クリックしたまま、右下に引っ

張るように四角形を描く 

 

① 画面左上の「プロジェクト」 

② 「新規プリントレイアウト」を選択 

③ 「保存」 
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１ 地図情報の印刷（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地図情報のサイズや配置を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 四角形を描いた後に、マウスのクリックを外すと、地図が表示されます。 

 

👉 アイテムプロパティを表示方法 

① 「ビュー」の 

② 「パネル」 

③ 「アイテムプロパティ」に☑ 

④ 「背景」の☑を外す 

① 

② 
③ 
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１ 地図情報の印刷（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 凡例の追加 

（１）プリントレイアウトに凡例を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「新しい凡例をレイアウトに追加」アイコンを選択 

② キャンバス（白色部分）上（+）で左クリックしたまま、右下に引っ

張るように四角形を描く 

③ 凡例が表示 

凡例が表示されます。 

 

👉 枠外まで地図の拡大が必要な場合は、枠線をクリックして引っ張り、枠を拡大する、アイテ

ムプロパティのメインプロパティの縮尺を変更する等、表示する地図の領域を変更することで、

表示される地図の位置を変更することが可能です。 

＋ 

 

 

① 

② 
＋ 
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２ 凡例の追加（つづき） 

（２）画面右側に表示されるアイテムプロパティから編集を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイトルに直接入力で【凡例】」を入力 

② 「自動更新」の☑をはずす 

 

② 

③ 

④ 

＜凡例イメージ＞ 

① 

③ 表示しない不必要な項目「市区町村境

界 city」を選択 

④ 「－」ボタンをクリックして削除 

⑤ 凡例として表示しない「基幹的農業従

事者」も「－」ボタンで削除 

 

 

⑤ 
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２ 凡例の追加（つづき） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）編集した内容に変更されているか確認、必要に応じて書式等を変更しま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 「農業集落境界 rcom」を「－」ボタンで削除すると、以

下の項目（0-5%未満～秘匿）も同時に削除されてしまうの

で、非表示に☑を入れて表示しないようにしてください。 

⑥ 「農業集落境界ｒcom」を右クリック 

⑦ 非表示に☑」 

 

 

👉 アイテムプロパティを下方にスクロールすれ

ば、書式変更の項目が表示されます。 

⑥ 

⑦ 
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３ 地図情報のタイトル（テキスト）の追加 

（１）プリントレイアウトに地図情報の表題（テキスト）を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「新しいラベルをレイアウトに追加」のアイコンを選択 

② キャンバス（白色部分）上（+）で左クリックしたまま、右

下に引っ張るように四角形を描く 

③ テキストボックスが表示 

 

④ アイテムプロパティの「メインプロパティ」

に直接「＜49 歳以下の基幹的農業従事者

の割合（和歌山県）＞」と入力 

 

①  

②  

④ 

＋ 

👉 キャンバス上の各領域（地図、凡例、ラベル等）をクリックすると、アイテムプロパティにその

領域の内容が表示されるので、修正を行うことができます。 
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３ 地図情報のタイトル（テキスト）の追加 

（２）配置やサイズの調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事例の地図情報が完成します。 
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① 

② 

④ 

⑥ 

⑤ 

４ 地図情報の保存（プリントアウト） 

（１）地図情報を画像データとして保存をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 紙への出力は 「印刷」

を利用します 

👉 パワーポイントなどを利用した資料作成に使用する場合は、画像データ（PNG、

JPEG 等）で保存します。 

① 画面左上の「レイアウト」 

② 「画像としてエクスポート」を選択 

③ 任意のフォルダを選択 

④ ファイル名に「事例（和歌山）」を

入力 

⑤ 「ファイルの種類」を選択 

⑥ 「保存」 
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（補足）政令指定都市の地図作成方法 

活かすＤＢでは、政令指定都市は区ごとにデータが作成されているため、市

区町村地図データも区で表示されています。 

QGIS を利用して区を統合（融合）し、政令指定都市として表示する地図デー

タ（シェープファイル）を作成する方法について京都市を例に説明します。 

＜京都府＞ 

（市区町村地図）          （市町村地図） 

※ 活かすＤＢで公開している地図    政令指定都市の区を統合した地図 
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１ 区を統合した京都市の地図データを作成 

（１）QGIS の画面（レイヤパネル）に市区町村境界フォルダをドラッグ・アン

ド・ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）レイヤパネルに追加された「MA0003 2020 2020 26 city」の属性テーブ

ルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「MA0003 2020 2020 26 city」を右クリック 

② 「属性テーブルを開く」を選択 

① 

② 
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１ 区を統合した京都市の地図データを作成（つづき） 

（３）属性テーブルからフィールド計算機を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）フィールド計算機で各区の市町村番号を修正（統一）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASE 

WHEN"CITY"IN('101','102','103','104','105','106','107','108','109')THEN'100' 

WHEN"CITY"IN('110','111')THEN'100' 

ELSE"CITY" 

END 区番号 

区番号 

市番号 

※ 区番号は 10 個以上 1 つの数式で処理しないこと。 

② 

① 

③ 

① 「既存のフィールドを更新する」に☑ 

② 「更新するフィールド」は｢CITY｣を選択 

③ フィールドの更新条件を数式で入力 

④ 「ＯＫ」 

④ 

① 「フィールド計算機」アイコ

ンをクリック 

②「テーブルビュー」をクリック

（画面表示が違う場合） 

① 

② 
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１ 区を統合した京都市の地図データを作成（つづき） 

（５）属性テーブルの変更内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）属性テーブルの変更を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 「編集モードの切り替え」アイコンをクリック 

② 「編集を終了」で「保存」 

③ 「属性テーブル」を閉じる 

 

① 

③ 

「100」に変更されてい

るか確認 
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① 

② 

④  

２ 区を統合した京都市の地図を作成 

（１）空間演算ツールから、属性テーブルでデータ変更した京都市の地図を作

成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

① ツールバーで「ベクタ」を選択  

② 「空間演算ツール」を選択 

③ 「融合」を選択 

 

 

④  「基準となる属性」の「…」を選択  

⑤  「CITY」に☑ 

⑥  「OK」 

⑦  「実行」 

⑧  処理が終了すると「ログ」が開くので「アルゴ

リズム ‘融合(dissolve)’が終了しました。」と

表示されるのを確認。 

⑨ 「閉じる」 

 

 

⑤  

⑥  

⑦ ⑨ 

 

⑧ 
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① 「出力レイヤ」右クリック 

② 「属性テーブルを開く」を選択 

③ 「CITY」をクリックしてデータを並び替え、

統合後のデータを探す。 

 

 

③ 

２ 区を統合した京都市の地図を作成（つづき） 

（２）区が統合された地図（レイヤ名：出力レイヤ）が表示されますので、

「出力レイヤ」の属性テーブルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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２ 区を統合した京都市の地図を作成（つづき） 

（３）京都市の属性データを修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 統合した属性データの「KEY」や「CITY_NAM」は、統合（融合）元「北区」データが引き継がれ

ているため、「京都市」として修正（編集）する必要があります。 

① 「編集モードの切り替え」アイコンをクリック 

② 「KEY」：「2610100000」 → 「2610000000」 に修正 

③ 「CITY_NAME」：「北区」 → 「京都市」に修正 

④ 修正後、再度「編集モードの切り替え」アイコンをクリック 

⑤ 「保存」 

⑥ 「属性テーブル」を閉じる 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 
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２ 区を統合した京都市の地図を作成つづき） 

（４）出力レイヤを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

⑤ 

 

① 「出力レイヤ」を右クリック 

② 「保存」を選択 

③ 形式を「ESRI Shapefile」に変更 

④ ファイル名に｢京都（合併）｣ を入力 

⑤ 「…」をクリックし保存先を指定 

④ 
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⑨ 

２ 区を統合した京都市の地図を作成（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑥ 保存先として「政令都市合併」フォルダ

の中に「京都（合併）」を作成 

⑦ 「京都（合併）」フォルダを選択 

⑦ 

⑧ 

⑧ ファイル名「京都（合併）」を入力 

⑨ 「保存」 
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⑩ 

２ 区を統合した京都市の地図を作成（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 保存したシェープファイルの確認 

（１）「京都（合併）」フォルダをドロップ・アンド・ドロップして表示部の

地図を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 「スクラッチレイヤの保存」 を「OK」で閉じる 

👉 保存した「京都（合併）」フォルダは市町村境界地図として利用できます。 
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４ 「活かすＤＢ」から作成した CSVデータと結合する場合の注意点 

 

 

 

 

＜活かすＤＢ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市町村境界データ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 新たに作成した政令指定都市を含んだ市町村境界データを使用する場合は、活かすＤＢか

らダウンロードしたデータに、政令指定都市としてのデータ行を追加する必要があります。 

京都「合併」で作成した

京都市の行を追加 

京都「合併」で作成した

京都市の境界データ 
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利用上の注意 

 

◆各種情報の農業集落別データは、農業集落境界データを基準として各種情報を

按分するなどの加工により作成しています。このため、特定の農業集落の状況を正

確に表したものではありません。各種データの作成方法を確認し、データの特性を

踏まえてご利用ください。 

 

◆「地域の農業を見て・知って・活かす DB」は、どなたでも複製、公衆送信、翻訳・

変換等の翻案等、自由に利用できます。 

 

◆「地域の農業を見て・知って・活かす DB」を利用する際は、出典を明示してくださ

い。また、「地域の農業を見て・知って・活かす DB」を編集加工して利用する場合は、

編集・加工者も明示してください。 

 

【利用する際の出典明示方法】 

資料名：農林水産省「地域の農業を見て・知って・活かす DB」 

編集・加工（者）：○○府（県）（組織・団体名又は個人名など） 

 

◆「地域の農業を見て・知って・活かす DB」の利用目的及び利用方法については、

利用者の判断と責任に委ねられており、農林水産省は一切関与いたしません。 

事由の如何を問わず、「地域の農業を見て・知って・活かす DB」を利用することに

より生じた利用者又は第三者の損害については、利用者がそのすべての責任を負

うものとし、農林水産省は一切の責任を負いません。 

 

 ◆本手引で紹介しているQGISは、GNUGeneralPublicLicenseという利用許諾条件

のもとに公開されている「オープンソース」のGIS（地理情報）ソフトウェアであり、自

由に利用できます。 

以下のサイトにアクセスしてQGISをダウンロードしてご利用ください。 

➢https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html 

なお、令和４年２月現在、長期リリース（最も安定）のQGISスタンドアロンインスト

ーラーバージョンは3.16となっていますが、本手引では、バージョン3.10で解説して

います。 

 

 


